
















































谷 本 久 典
メスバウアー効果,すなわちγ線の無反跳共鳴吸収で励起された原子核の脱励起過程には核
外電子を放出する内部転換過程があり,その電子を検出してメスバウアースペクトルを得る測
定法は内部転換電子メスバウア-分光(C刃MS)と呼ばれている｡ 電子を検出するCEMSで
は放出される電子の短い飛程のために表面から約2000Aまでの領域だけの情報を得ることが
できる｡ 本研究はこのCEMSを利用してNi中に打込まれた119snメスバウア-原子の詳細を
調べることを目的としている｡
Ni中への119snィォン打込みは室温で加速エネルギー,100,200,300,400keV, 照射
量 5×1016ions/cm2の条件で行った｡これら試料について室温で119sncEMS 測定を行っ
た｡
得られたスペクトルは複数のピー クで構成されており,明らかな加速エネルギー依存性が見
られた｡平行して行ったNi-Sn固溶体の透過メスバウアー効果測定の結果と比較すると,こ
れらCEMSスペクトルは低 Sn濃度領域でNiの置換位置に存在するSnによる強磁性を示す
成分と高Sn濃度領域に存在するSnによる常磁性を示す成分の重ね合わせであることが判明
した｡また,打込まれた119sn原子のNi中での分布について計算機シュミレーションを行っ
た結果と対比させると,CEMSスペクトルの加速エネルギー依存性 は加速エネルギーによる
Sn濃度分布の変化によることが判明した｡
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